
平
成
17
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
審
査
状
況
か
ら
、
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

本
予
算
は
、
新
規
・
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
事
業
を
中
心
に
、
適
切
に
予
算
配

分
さ
れ
て
お
り
、
工
夫
と
意
欲
が
感

じ
ら
れ
る
予
算
で
あ
る
と
評
価
す
る
。

　

歳
入
で
は
、
売
上
げ
が
厳
し
い
中

で
、
競
走
事
業
か
ら
６
億
円
を
繰
り

入
れ
る
等
、
努
力
の
跡
が
う
か
が
え

る
。

　

歳
出
で
は
、
公
共
施
設
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
予
約
や
学
校
・
文
化
セ
ン

タ
ー
の
耐
震
化
等
、
市
民
に
快
適
さ

と
安
心
を
与
え
、
将
来
に
向
け
て
元

気
を
生
み
出
す
施
策
が
、
バ
ラ
ン
ス

よ
く
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

　

本
予
算
は
、
本
市
が
他
市
に
誇
れ

る
歴
史
と
伝
統
、
豊
か
さ
、
緑
と
自

然
等
、
様
々
な
も
の
を
府
中
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
磨
き
上
げ
、
魅
力
あ
る
ま

ち
の
実
現
に
向
け
、
力
を
発
揮
で
き

る
も
の
と
考
え
、
賛
成
意
見
と
す
る
。

府
中
市
議
会
市
政
会

　

本
予
算
は
、﹁
い
き
い
き　

安
心　

育
み
予
算
﹂
と
し
て
、
今
後
の
財
政

運
営
を
考
慮
し
つ
つ
、
福
祉
、
教
育
、

環
境
等
を
重
視
し
た
も
の
で
あ
る
と

評
価
す
る
。

　

歳
入
で
は
、
個
人
市
民
税
で
、
配

偶
者
特
別
控
除
の
見
直
し
や
人
口
増

に
よ
り
、
ま
た
法
人
市
民
税
は
、
景

気
の
緩
や
か
な
改
善
に
よ
り
、
と
も

に
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

　

歳
出
で
は
、
介
護
予
防
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
設
置
や
水
と
緑
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
拠
点
整
備
計
画
の
策
定
、

学
校
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

の
構
築
等
、
美
し
い
風
格
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

　

本
予
算
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、

活
気
あ
る
元
気
な
ま
ち
の
実
現
を
要

望
し
、
賛
成
意
見
と
す
る
。

生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

　

地
方
分
権
の
時
代
と
言
わ
れ
る
中
、

地
方
自
治
体
が
生
き
残
る
た
め
に
は
、

市
民
と
の
協
働
が
唯
一
の
道
で
あ
る
。

平
成
17
年
度
予
算
は
、
堅
実
な
財
政

計
画
の
も
と
事
業
を
進
め
て
い
る
こ

と
は
評
価
す
る
が
、
市
民
と
の
協
働

の
方
向
性
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
市
民
会
館
・
中
央
図
書
館

複
合
施
設
の
改
築
計
画
に
初
め
て
導

入
さ
れ
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
つ
い
て
、
１
４

４
億
円
の
債
務
負
担
行
為
が
設
定
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
本
市
の

公
共
経
営
、
行
政
経
営
に
大
き
く
影

響
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
議
会
や
市
民
へ
の
情
報

提
供
も
十
分
と
は
言
え
ず
、
説
明
責

任
を
果
た
し
て
い
な
い
。

　

以
上
の
２
点
か
ら
、
17
年
度
予
算

に
反
対
す
る
。

日
本
共
産
党
府
中
市
議
会
議
員
団

　

国
の
進
め
る
構
造
改
革
は
、
所
得

格
差
、
生
活
格
差
を
拡
大
し
、
定
率

減
税
の
縮
減
・
廃
止
を
は
じ
め
と
す

る
増
税
や
負
担
増
が
、
市
民
に
更
な

る
痛
み
を
押
し
付
け
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
市
の
平
成
17
年
度

予
算
は
、
学
童
ク
ラ
ブ
と
保
育
所
の

運
営
や
基
準
の
見
直
し
に
よ
り
、
正

規
職
員
配
置
が
削
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
料
の
減
免
制
度

が
い
ま
だ
改
善
さ
れ
ず
、
減
免
実
績

が
余
り
に
も
少
な
い
な
ど
、
私
た
ち

が
求
め
る
福
祉
、
教
育
、
環
境
を
中

心
と
し
た
、
市
民
生
活
を
応
援
す
る

予
算
と
な
っ
て
い
な
い
。

　

市
民
の
暮
ら
し
に
目
を
向
け
た
市

政
へ
の
転
換
を
求
め
、
17
年
度
予
算

に
反
対
す
る
。

委
員　

都
市
計
画
税
は
、

都
市
計
画
事
業
の
財
源

で
、
市
町
村
が
税
率
を

自
主
的
に
決
定
で
き
る

唯
一
の
も
の
と
聞
く
が
、

目
的
税
と
し
て
歳
出
が

歳
入
を
上
回
っ
て
い
る

状
況
に
あ
る
。

　

現
在
、
同
税
の
税
率

は
１
０
０
分
の
０
・
２

と
な
っ
て
い
る
が
、
今

後
こ
の
税
率
の
見
直
し
を
含
め
た
適
切

な
対
応
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

資
産
税
課
長　

同
税
の
税
率
は
、
多
摩

26
市
で
一
番
低
い
税
率
だ
が
、
こ
れ
は

近
年
の
社
会
経
済
状
況
等
を
勘
案
し
、

負
担
調
整
等
に
よ
る
税
負
担
の
上
昇
を

緩
和
す
る
た
め
行
っ
て
い
る
特
例
措
置

で
あ
る
。

　

平
成
18
年
度
以
降
の
税
率
に
つ
い
て

は
、
17
年
第
４
回
定
例
会
で
改
め
て
議

会
に
相
談
し
た
い
。

委
員　

平
成
17
年

度
、
介
護
予
防
事

業
の
目
玉
と
し
て
、

全
国
初
の
試
み
で

あ
る
介
護
予
防
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

事
業
が
開
始
さ
れ

る
。

　

そ
こ
で
、
同
事

業
の
内
容
及
び
今

後
の
Ｐ
Ｒ
の
方
法

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

高
齢
者
福
祉
課
長
補
佐　

介
護
予

防
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
高
齢

者
の
介
護
予
防
プ
ラ
ン
の
作
成
の

ほ
か
、
同
事
業
が
地
域
で
継
続
的

に
展
開
し
て
い
く
た
め
の
ト
ー
タ

ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
位

置
付
け
、
当
面
は
、
各
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
に
１
名
ず
つ
配
置

し
て
い
き
た
い
。

　

Ｐ
Ｒ
の
方
法
は
、
今
後
、
い
き

い
き
プ
ラ
ザ
の
開
設
時
や
福
祉
ま

つ
り
、
広
報
紙
等
、
機
会
を
と
ら

え
て
行
っ
て
い
き
た
い
。

委
員　

府
中
第
三

中
学
校
の
校
舎
の

改
築
工
事
が
開
始

さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
平
成

17
年
度
の
工
事
の

予
定
を
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、今
回
、屋

上
緑
化
や
太
陽
光

発
電
が
導
入
さ
れ

る
と
聞
く
が
、
こ

れ
ら
を
今
後
、
ど
う
教
育
に
生
か

し
て
い
く
の
か
。

総
務
課
長
補
佐　

仮
設
校
舎
完
成

後
の
校
舎
の
解
体
、
改
築
工
事
や

附
帯
工
事
等
を
予
定
し
て
い
る
。

　

な
お
、
太
陽
光
発
電
は
19
年
度

に
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

総
務
課
長　

学
校
で
は
環
境
教
育

等
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
屋
上
緑

化
等
の
現
場
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
は
、
そ
の
意
義
や
教
育
的

効
果
も
大
き
い
と
思
う
の
で
、
教

育
の
中
で
十
分
に
活
用
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
。

委
員　

使
用
料
や
手
数
料
の
中
に
は
、

値
下
げ
で
き
る
も
の
、
値
上
げ
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら

は
、
一
度
に
大
幅
な
改
定
を
す
る
の
で

な
く
、
毎
年
必
要
な
見
直
し
を
行
う
こ

と
が
重
要
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
使
用
料
や
手
数
料
の
見
直

し
の
方
法
を
聞
き
た
い
。

企
画
課
長　

使
用
料
や
手
数
料
は
、
受

益
者
負
担
の
原
則
に
基
づ
き
、
設
定
基

準
を
設
け
て
い
る
。

　

こ
の
基
準
に
よ
り
、
毎
年
各
主
管
課

で
原
価
計
算
を
行
い
、
基
準
の
使
用
料

等
を
算
出
し
て
い
る
。
こ
の
額
と
現
行

の
使
用
料
等
の
額
の
差
が
大
き
い
場
合

は
、
料
金
改
正
に
よ
る
市
民
生
活
の
影

響
等
も
勘
案
し
、
各
主
管
課
で
見
直
し

を
行
っ
て
い
る
。

委
員　

平
成
17
年
度
は
、
健
康
ふ

ち
ゅ
う
21
が
、
い
よ
い
よ
ス
タ
ー

ト
す
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
17
年
度
の

乳
が
ん
検
診
の
受
診
者
可
能
枠
等

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

ま
た
、
16
年
度
に
実
施
し
た
同

検
診
結
果
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況

で
あ
っ
た
か
。

健
康
推
進
課
長　

乳
が
ん
検
診
は

応
募
者
が
多
い
た
め
、
一
部
希
望

者
の
意
向
に
は
添
え
な
い
状
況
で

あ
る
。

　

17
年
度
は
、
多
摩
地
区
で
も
最

大
の
３
０
０
０
人
枠
を
確
保
し
て
、

で
き
る
限
り
受
診
機
会
の
拡
大
を

図
っ
た
。

　

ま
た
、
16
年
度
の
同
検
診
で
は
、

２
８
０
０
人
が
受
診
し
、
そ
の
う

ち
、
精
密
検
査
が
必
要
と
な
っ
た

市
民
は
、
約
１
割
で
あ
っ
た
。

都 市 計 画 税

　今後、見直しの考えは

使
用
料
・
手
数
料

　
　

改

定

の

基

準

は

介護予防コーディネーター事業

　　そ の 内 容 は

第三中学校の改築工事

　　工 事 内 容 は

乳

が

ん

検

診

　
　

受　

診　

枠　

は

拡
大
実
施
の
試
行

　
　

問

題

点

等

は

移

動

教

室

▲移動教室から（矢崎小学校）　

委
員　

平
成
17
年
度
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
事
業
と
し
て
、
小
学
校
の
移

動
教
室
が
１
泊
２
日
か
ら
２
泊
３

日
に
拡
大
さ
れ
る
。

　

昨
年
、
２
校
で
試
行
さ
れ
た
と

聞
く
が
、
実
施
す
る
う
え
で
問
題

点
や
課
題
は
あ
っ
た
か
。

保
健
給
食
課
長　

１
泊
２
日
の
校

外
学
習
で
は
、
非
常
に
短
く
不
十

分
だ
と
い
う
意
見
が
多
く
、
検
討

を
行
っ
て
き
た
。

　

問
題
点
は
、
小
学
校
５
年
生
が

初
め
て
行
う
宿
泊
行
事
な
の
で
、

子
ど
も
の
健
康
状
態
の
こ
と
、
ま

た
、
施
設
見
学
場
所
が
適
正
か
ど

う
か
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
に
拡
大
準
備
委
員
会
を
開
催

し
、
問
題
の
解
決
を
図
っ
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
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